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この度、視力の衰えなど健康上の理由により 2年早い退職をすることになり、ネットワーク情報学部の学
生の皆さんとも、寂しい限りですが、今春3月でお別れです。
「別れ」と云うと、いつも思い出すーっの漢詩があります;
昭君払玉鞍 (昭君玉鞍を払い)
上馬暗紅頬 (馬に上りて紅頬晴く)
今日漢宮人
明朝胡地妾
(今日 漢宮の人)
(明朝胡地の妾)
これは、悲運の美女「王昭君」の伝説を一幅の絵を見る如くうたい上げた、唐代の詩人李白の「王昭君」
という漢詩で、私たちの世代の少なからずの者が若い頃、この五言絶句に魅せられたものでした。王昭君は、
若くして前漢の元帝の後宮に入りました。しかし、好計により帝の寵愛を一度も受けることなく、十年余り
の歳月を後宮で空しく過ごした後、元帝の命で、遠い異郷の地、旬奴の王の許に嫁したと伝えられています。
私はこの詩に出会って間もなく、一番目の句と二番目の句を一つにし、更に「紅頬(こうきょう)Jを「双
頬(そうきょう)Jと取り違え、「昭君、馬にのりて、双頬泣くJと肢いておりました。取り分け、この「双
頬泣く j に甚く感じ入り、王昭君は馬上で湧i~とした涙を流したのではなく、「頬のあたりのひっそりとした
騎りが、耐え難い惜別の情を表している」と李白が詠じたと思い込んでいました。幸いというか(否、むし
ろ不幸なのでしょうが)、その後漢詩をきちんと学ぶこともなかったため、この思い込みが半世紀近く続いた
訳です。
先日、何げなくインターネット上で、王昭君と李白をキーワードにして検索をしました。 30秒もしないう
ちに表示されたのが、上述の五言絶句ですD このときの私の気持ちは、ある種の“興ざめ"でした。
この“興ざめ"という言葉は、佐藤創教授もネットワーク&インフォメーションの前号No.8(58ページ)
の中で、使っていらっしゃいます。佐藤先生の興ざめは、インターネットが提供する情報の多さ、情報過多に
対するものでした。私の興ざめは、情報にアクセスできる速さ、安易さに向けたものです。 30秒で正しい情
報は得ましたが、何故か、思い違いの「双頬泣くJがより詩的な言葉に想えてきました。
皆さんたちは、ネットワーク情報学部の「ネットワーク」なる語が、 IT技術システムが作るネットワーク
のみならず、人間相互が形作るネットワークをも意味してることを知っています。また、インターネットの
「功Jのみならず、「罪」についても理解を深めつつあることでしょう O どうぞ、ときとしては、コンビュー
タ画面から日を上げて、友の顔をじっと見つめ、友の頬に漂うかすかな努を読み、友の沈黙を聞き取ること
も忘れないで下さい。
皆さんたちのご活躍を、皆さんたちの作る素晴らしい新世界を、期待しております。
最後に、このような形で学生の皆さんにお別れを云うことを、お許し下さいました粛藤雄志学部長並びに
ネットワーク情報学部の諸先生に、心より、深い感謝を申し上げます。
(森克美)
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